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凡例
現地
派遣

NO. 派 遣 要 請 機 関 派遣目的 派遣場所
自治体

数
派遣日

派遣
回数

（ 日数）

延べ
派遣者数

技術専門家名 備　 　 考

1 京都府（ 砂防課） 担当者会議講師 京都市 1 R6. 5/14 1 1 武田正利

2 北海道建設技術センタ ー 講習会講師 札幌市 1 5/27 1 2 藤田成人、 木村康裕

3 全測連九州地区協議会 講習会講師 大分市 1 6/3 1 1 後藤信孝

4
（ 一社） 熊本県測量設計

コ ンサルタ ンツ協会
講習会講師 益城町 1 6/11 1 1 後藤信孝

5 福島県（ 技術管理課） 研修講師 福島市 1 6/12 1 1 渡辺宏喜

6 東北地方整備局 セミ ナー講師 多賀城市 1
①6/13
②6/14

2 10
①②大利泰宏 ①②本田保惠
①②槻山敏昭 ①②佐藤正明

①花篭利行　  ①加藤 孝

7 （ 一社） 九州地域づく り 協会 講習会講師 福岡市 1 6/17 1 1 後藤信孝

8 遠賀川河川事務所 講習会講師 福岡県直方市 1 6/20 1 5
後藤信孝、 杉山光徳
田中友瑞、 宮原幸嗣

秀徳徳穂

9 福岡県久留米市 講習会講師 福岡県久留米市 1 6/24 1 3
後藤信孝、 島本卓三、

杉山光徳

10 九州地方整備局 研修講師 福岡県久留米市 1
①6/25
②6/26

2 14

①②後藤信孝 ①②島本卓三
①②松本親久 ①②杉山光徳

①秀徳徳穂　  ①山口 隆
①②宮原幸嗣 ①②田中友瑞

11 東北地方整備局 セミ ナー講師 仙台市 1 6/27 1 1 槻山敏昭

12 宮崎河川国道事務所 講習会講師 宮崎市 1 6/28 1 4
後藤信孝、 永吉修平、
松本和信、 杉山光徳

13 富山県 講習会講師 富山県富山市 1 7/12 1 1 中村信悟

14 （ 一社） 関東地域づく り 協会 講習会講師 東京都北区 1 7/19 1 1 小幡 宏

15 （ 公財） 徳島県建設技術センタ ー 講習会講師 徳島市 1 7/19 1 1 九十九 聡

16 岩手県（ 砂防災害課） 研修講師 奥州市 1 7/18-7/19 2 4 木村 篤、 佐々木範喜

17 （ 公財） 青森県建設技術センタ ー 研修会講師 八戸市 1 7/17 1 1 工藤繁明

18 宮城県 研修講師 富谷市 1 7/26 1 3
大利泰宏、 高橋義信、

西 信浩

19 （ 一社） 岩手県測量設計業協会 研修会講師 盛岡市 1 7/26 1 3
木村 篤、 野中 聡、

佐々木範喜

20 埼玉県（ 総合技術センタ ー） 研修講師 さ いたま市 1 8/7 1 1 大野康夫

令和６ 年度　 災害復旧技術専門家派遣実績 一覧表

令和7年3月31日現在



- 2 -

21
（ 一社） 青森県測量設計

コ ンサルタ ント 協会
講習会講師 青森市 1 7/30 1 1 古川達夫

22 徳島県 研修講師 徳島市 1 9/26 1 1 九十九 聡

23 川内川河川事務所 講習会講師
鹿児島県

薩摩川内市
1 8/22 1 4

後藤信孝、 永吉修平、
松本和信、 杉山光徳

24 山形県
災害復旧事業の

技術的助言
酒田市、 真室川町
鮭川村、 庄内町

4 8/27 1 3
大森祐一、 加藤 孝

小松英伸
R6年7月豪雨

25 東北地方整備局 講習会講師 仙台市 1 9/24 1 2 加藤 孝、 大森祐一

26 神奈川県 研修講師 横浜市 1 10/3 1 4
網倉 孝、 小内 薫
久保 徹、 鶴木拓也

27 山形県酒田市
災害復旧事業の

技術的助言
酒田市管内 1 10/16 1 1 金内 剛 R6年7月豪雨

28 長崎河川国道事務所 講習会講師 長崎市 1 10/18 1 3
後藤信孝、 杉山光徳

田中友瑞

29 茨城県 講習会講師 水戸市 1 10/30 1 1 横田喜一郎

30 筑後川河川事務所 講習会講師 福岡県久留米市 1 11/6 1 5
後藤信孝、 松本親久、
杉山光徳、 宮原幸嗣、

田中友瑞

31 技術士会宮崎県支部 講習会講師 宮崎市 1 11/30 1 1 後藤信孝

32 出水地区社会基盤整備推進協議会 講習会講師 鹿児島県出水市 1 R7. 1/31 1 4
後藤信孝、 永吉修平
杉山光徳、 与那嶺 淳

33 （ 一社） 九州地域づく り 協会 講習会講師 熊本市 1 2/5 1 1 後藤信孝

34 北海道建設技術センタ ー 講習会講師 札幌市 1 3/4 1 1 藤田成人

35 遠賀川河川事務所 講習会講師 福岡県直方市 1 2/12 1 5
後藤信孝、 秀徳典穂、
杉山光徳、 宮原幸嗣、

田中友瑞

36 大隅河川国道事務所 講習会講師 鹿児島県肝付町 1 2/19 1 3
後藤信孝、 永吉修平、

杉山光徳

37 八代河川国道事務所 講習会講師 熊本県八代市 1 2/26 1 4
後藤信孝、 松本親久
川内 学、 工藤浩一郎

38 九州地方整備局 講習会講師 福岡県福岡市 1 2/27 1 9

後藤信孝、 松本親久、
 杉山光徳、 矢野 寬、
川内 学、 宮原幸嗣、

工藤浩一郎、 田中友瑞、
藤原史武

派遣機関数

計 38 41 112
講習会等108 人
現地派遣　 4 人

NO. 派 遣 要 請 機 関 派遣目的 派遣場所
自治体

数
派遣日

派遣
回数

（ 日数）

派遣自治体数

41

延べ
派遣者数

技術専門家名 備　 　 考
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